
No．269

　P

56年

　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　獅　　　　　　　　　　鶴

印刷　本木印刷（掬編集と発行　白石市役所総務課・宮城県自石市字桜小路35

麗　
　
蹴
．

雛
．

髭
郷
，
’

㌔
、

驚
．
欝

　
蝿
　
　
撫

評
轟
劉
．

　
／
　
白
智
極
レ

　
　
　
　
　
　
謝

瀞
、

羅

照

　
　
　
　
、
嚇
畑

鰯
籔
、

　
　
　
　
　
灘
鱗

騨

㌧
畷
、

　野
　窺

3　　鴛　　｝譲
♂

燭

〆

…
房
撚

筆
孟

濃磯
ひ鶴

撃
⑳

　
　
　
　
猟

　
　
　
　
謬
、

鶴
、

　
　
　
　
　
　
鳳

畷融辮〆

　　きデ
　　　’

来
存
ほ
レ
刀
に
づ
」

　
　
　
■
就
学
時
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診
断

　
子
ど
も
を
小
学
校
へ
入
学
さ

せ
る
親
の
気
持
ち
は
、
喜
び
と

期
待
感
、
そ
し
て
不
安
が
入
り

交
じ
り
複
雑
な
心
境
と
思
い
ま

す
が
、
来
年
度
も
こ
の
よ
う
な

中
で
、
市
内
六
百
二
十
七
名
の

児
童
が
小
学
一
年
生
と
し
て
新

し
い
環
境
に
入
り
ま
す
。

　
そ
の
児
童
を
対
象
と
し
た
「
就

学
時
健
康
診
断
」
が
十
一
月
十

日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
間
、

市
内
九
の
小
学
校
で
行
わ
れ
、

去
る
十
七
日
、
白
川
小
学
校
（
高

橋
正
孝
校
長
、
児
山
董
百
四
十
八

名
）
で
も
三
十
名
の
児
童
が
受

け
ま
し
た
、

　
身
体
検
査
や
知
能
検
査
を
受

け
る
子
ど
も
よ
り
も
、
そ
れ
を

心
配
顔
で
見
守
る
親
た
ち
の
方

が
印
象
的
で
“
元
気
で
入
学
式

を
迎
え
、
楽
し
い
学
校
生
活
を

送
っ
て
ほ
し
い
”
と
い
う
気
持

が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
し
た
。



56年をふりかえって

▽r際冒
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謬鮮

、
齢
謬
藪
盤
翅
禦
拶

鰐
　
　
融

虜

、
更

　
県
の
「
新
長
期
総
合
計
画
」
の
一
環
と
し
て
五
十
五
年

度
か
ら
昔
手
し
て
い
る
“
史
跡
の
ま
ち
づ
，
6
仔
モ
デ
ル

地
区
に
向
か
（
、
て
案
内
板
や
説
明
板
な
ど
の
各
種
整
備
が

本
洛
的
に
ス
ク
ー
ト
し
、
史
跡
の
ま
ち
へ
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
．
、
．
こ
の
事
業
は
、
市
内
に
散
在
す
る
史
跡

力
⊥
又
化
財
を
体
系
的
に
十
七
の
見
学
ル
ー
ト
に
分
け
、
こ

れ
ら
ル
ー
ト
を
訪
れ
る
人
が
楽
し
く
分
か
り
や
す
ー
見
て

回
わ
れ
る
よ
う
案
内
板
や
説
明
板
、
ル
ー
ト
マ
ソ
ブ
な
ど

の
整
備
を
進
め
、
文
化
財
や
史
跡
の
保
存
・
活
用
を
は
か

つ
て
い
二
う
レ
ー
》
す
る
も
の
で
す
凸
．
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轡
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白
石
か
ら
出
る
ゴ
ミ
の
量
は
、
毎

年
確
実
に
増
え
続
け
て
お
り
五
十
五

年
度
で
は
一
万
一
千
九
百
三
十
三
・

麟鐵麟．吃．鑛、　……

▲近代的設備を誇る新ごみ焼却場

三
ノ
．
、
こ
れ
は
十
年
前
の
約
一
二
へ

倍
の
冒
、
里
で
す
．
、
こ
の
よ
う
に
増
え
る

ゴ
ミ
を
適
切
に
処
理
す
る
に
は
争
ま

で
の
施
設
で
は
不
充
分
と
な
り
今
春
、

福
岡
八
宮
弥
治
郎
に
新
し
い
ご
み
焼

却
場
が
完
成
し
、
四
月
か
ら
本
格
的

に
エ
ン
シ
ン
が
か
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
五
十
四
・
五
年
度
の

二
ヵ
年
事
業
で
総
工
費
約
十
億
円
。

二
千
三
百
平
方
冒
の
鉄
筋
コ
・
誇
リ

ー
ト
造
り
地
上
三
階
建
、
地
下
一
階

の
建
物
で
、
す
．
、
処
理
方
式
と
し
て
、

三
十
五
ノ
の
処
理
能
力
を
も
つ
准
連

続
燃
焼
式
焼
却
炉
二
基
を
取
り
つ
け

て
お
り
、
一
日
の
処
理
能
力
は
七
〇

ノ
で
す
。

欝

　　　　　　　　　鍵禰　灘

灘欝購騨麟欝
▲ブロックノし・一卜案内板も設置されました
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露
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議
㎜
、
獲
糖

　
　
　
　
雰
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’
　
　
彰
繍
譲

》
パ
イ
ブ
の
音
が
響
く

　
　
　
　
　
農
工
業
団
地

　大鷹沢に建設する農工業団

地の造成工事が7月16日にス

タートしました，ン

　ニの農工業団地は、東北新

幹線駅舎の束方50011マ地点に

ある水田約16．5㌶を埋め立て

たもので、県開発公社が総工

費約3億5千万円をかけ、こ

の秋完成しました。

　lO月25日には、：の団地進

出企業の第’1号である日本通

信工業㈱の起工式が行われ、

団地いっばいにパイプを打っ

音を響かせていました。
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▲初めて白石に姿をあらわした試験電車
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来
年
六
月
開
業
が
決
定
し
た
東
北

新
幹
線
の
仙
台
以
南
の
テ
ス
ト
運
転

の
試
験
車
発
進
式
が
九
月
九
日
、
午

後
零
時
半
か
ら
白
石
蔵
王
駅
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
国
鉄
関
係
者
や
仙
南
の
沿
線
自
治

体
の
関
係
者
約
八
十
人
が
見
守
る
中
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
る
と
、
若

草
色
と
ア
イ
ボ
リ
ー
ホ
ワ
イ
ト
に
塗

り
分
け
ら
れ
た
試
験
電
車
は
上
り
一

番
ホ
ー
ム
か
ら
福
島
へ
と
向
け
て
出

発
し
ま
し
た
。

　
「
防
災
の
口
」
の
九
月
一
日
、
白

石
市
と
県
の
主
催
に
よ
る
総
合
防
災

訓
練
が
小
原
温
泉
で
、
一
十
二
団
体
、

五
百
五
十
七
入
の
参
加
の
も
と
行
わ

れ
ま
し
た
、

飛

蘇

唾鐘

　
訓
練
は
午
前
十
時
の
サ
イ
レ
・
！
を

合
図
に
、
ガ
ケ
崩
防
止
、
避
難
、
炊

き
出
し
、
ハ
シ
ゴ
車
に
よ
る
救
出
救

助
な
ど
の
各
訓
練
が
約
二
時
間
に
わ

た
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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白
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駅
東
側
に
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成
し
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中
央
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館

　瞳新の設髄導入！
壽
，
贈
聖 ％

．ζ　轍　灘鰍疲

　　灘歯醗
　　　　　　　　鴇

　
老
朽
化
が
ひ
ど
く
、
狭
い
こ
と
な
ど
か
ら
新
築
が
強

、
（
・
望
ま
れ
て
い
た
新
中
央
公
民
館
が
十
二
月
に
完
成
、

来
年
一
月
よ
り
市
民
に
開
放
さ
れ
ま
す
。

　
新
中
央
公
民
館
は
寺
屋
敷
地
内
で
、
総
工
費
約
七
億

五
千
三
百
万
円
、
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
、

建
築
延
面
積
二
千
八
百
八
十
一
・
一
九
平
方
肩
、
こ
れ

に
約
八
十
台
収
容
の
駐
車
場
が
完
備
さ
れ
ま
す
。

　
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
、

市
文
化
の
殿
堂
と
し
て
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
議
糧
．
－

　
畿
・

　
　
　
　
》
屋
上
で
の
救
助
訓
練

　
　
▲
迅
速
に
行
わ
れ
た
消
火
訓
練　　　浬　　響灘細■

盟；ルで墜餐撫

、
罫
”

　
　
　
漏
掘

編
F
｛
、
醗
㌘

副

蛭
、

　交通事故防止に、県交通安全

対策協議会と県、県警は、7・8・

9月の3か月間「市町村交通事故

防止コンクール」を行いました。

　白石市は、多発する交通事故に

歯止めをかけ、市内から加害者も

被害者も出さないようにとの市

民一丸となっての努力が実のり、

10月15日の交通安全県民大会で

見事第1位に表彰されました。

　表彰後行われた体験発表では、

蔵本の中松京子さんが「愛児を

失って」を読み、泣きながらに

交通事故撲滅を訴えました。
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市職員給与の実態

（6）一般行政職の等級別職員数の状況

区　　分

標準的な
職務内容

職　員　数

構成　比

1昭fli561卜4月lll鱈昂1

欝1等級

課　長

　　人28

　　％10

1等級　　2
長一瀬予甫佐
　　　　等級 十壁級

ト

「　係　長
豊藁級

十∴冨
P

課

言讐ド∵．1

　　％12 　　％14

主事 主事
／

／
／

26人1 　　　人1112

　　％9
　　％1
40

　　人1　　＿一べ
40　　1　211

．⊥15劉1・・％
　　　1

（注）1・白石市の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数である。

　　　2・標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名である。

（7）職員手当の状況

籔　分・

期末・勤勉

手　　当

退職手当

臼 石 市

（55年度支給割合）

6　月

12　月

3　月

　　計

期
期
期

　
分
分
分
分

末
月
月
月
月

期
殴
漁
5
。
8

　
！
　
1
　
0
　
3

勤勉
0．5月分

0．6月分

一月分

1．1月分

（支給率）

最高限度額

勤続20年

勤続30年

勤続35年

！人当たり
平均支給額

　自己都合

65．5月分

23．1月分

45．375月分

52，9375月分

　1，217千円

　勧奨
80．3月分

　35．7月分

67，65月分

78，925月分

12，349千円

（注）退職手当の1人当たり支給額は、前年度に退職した全職種

（8）特別職の報酬等の状況

国

ぐ55年度支給割合）

6　月　期

12　月　期

3　月　期

　　計

期末
1．4　月分

1．9月分

0．5月分

3．8月分

勤勉
0．5月分

0．6月分

一月分

1．1月分

（支給率）

最高限度額

勤続20年

勤続30年

勤続35年

自己都合

60　月分

21．0　月分

41．25月分

48．125月分

勧奨
69．3月分

31，5月分

59．4月分

69，3月分

こ係る職員に支給された平均額である。

1昭和56年4月1日現在

区 分

給
　
　
料

口
K
州

差
干
而
目

市　　　長

助　　　役

収　入　役

長
長
員

　
議

議
副
議

給料月額等

608，000円

486，000円

426，000円

268，000円

221，000円

207，000円

期　末　手　当

（55年度支給割合）

6月期　　　1．4月分

12月期　　　1．9月分

3月期　　　0．5月分

　計　　　　3．8月分

（55年度支給割合）

6月期　　1．4月分

12月期　　　1．9月分

3月期　　 0．5月分

　計　　　　3．8月分

勤　勉　手　当

（55年度支給割合）

6月期　　　0．5月分

12月期　　 0．6月分

3月期　　　一月分
　計　　　　1．1月分

（55年度支給割台）

6月期　　一一目分

］2月期　　 一月分

3月期　　一月分

　計　　　　一月分

5

1二「．

　　　　　　　の実態報告

q〉人件費の状況（普通会計決算）

区分

55年度

住民基本台帳人口（年度宋）

56．3．31

41，517入

歳出額A以騰B

　　千円
7，299，781

　　千円
1，588，112

人件費率
（BIA）

21．8

％

（注）人件費には、特別職に支給される給料・報酬等を含む。

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

区分

56年度

職員数

　　A

429人

縮 与 費

給料

　　干円

808，507

職員手当

　千円
111，651

期宋勤勉手当

　　千円

331，907

B十些目

　　千円
1，252，｛）65

1人当たり給

与費（B〆A）

2，919

千円

（注）1、職員手当には、退職手当を含まない。

　　　2，給与費は当初予算に計上された額である。

（3）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1昭和56年4月1日現在1

区　　分

白石市

国

般　行　政　職

平均給料額

161，182円

　　　　　円196，235

平均年齢
35。4歳

40，0歳

（4）職員の初任給の状況

』づ

（昭和56年4月1日現在）

区　　　分

一般行政職
大学卒

高校卒

白 石 市

決定初任給

97，000円

82，000円

採用2年経過日給料額

106，900円

87，200円

国

初　任　給

97，000円

82，000円

採用2年経過日給料額

106，900円

87，200円

（5〉職員の経験年数別平均給料月額の状況

（昭和56年4月1日現在）

区 分

一般行政職 高校卒

経験年数鋤隼

　　　　　　円
127，000

経験年数17年

　　　　　　円
160，028

経験年数22年

　　　　　　円
185，575

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいうものである。
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昭
和
五
十
六
年
度

各
種
功
労
者
・

教
育
功
績
者
表
彰

　
昭
和
五
十
六
年
度
各
種
功
労
者
お
よ
び
教
育
功
績
者
の
表
彰
式
が
、
去

る
十
一
月
二
日
市
役
所
大
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
種
功
労
者
は
六

十
一
一
名
、
七
団
体
、
教
育
功
績
者
は
二
十
四
名
の
み
な
さ
ま
で
す
。
表
彰

さ
れ
た
み
な
さ
ま
に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
、
今
後
の
ご
活
躍
と
ご

健
康
を
お
祈
リ
い
た
し
ま
す
。

婁
｝奪

自
治
功
労
者

　
　
　
　
（
特
別
表
彰
）

　
　
　
　
　
　
，
．
葦
肖
　
　
　
、
年
壕
謬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
p
㍗
、

　
　
　
　
　
　
ぎ
サ

　
　
　
　
驚
．
、
魁
醤

　
　
　
　
騨
翫奪

臨

劉！

　　　瀞

超
≧

　
鈴
木
彦
．
（
現
市
議
会
議
員
）
、
大

野
雅
男
（
現
白
石
市
農
業
委
員
会
委

眞
）

幾
垂卓

　
　
奉

　
　
　
　
　
　
自
治
功
労
者

　
　
　
　
　
　
　
（
一
般
表
彰
）

“「

▲市長より表彰状を受ける受彰者

　
小
山
惣
策
（
現

市
議
会
議
員
）
、
小

室
定
雄
・
岡
崎
力

（
元
小
原
財
産
区

議
会
議
員
）
、
富
樫

永
寿
（
現
小
原
財

産
区
議
会
議
員
）
、

村
上
長
左
衛
門

（
一
兀
曲
辰
業
モ
女
昌
ハ
ム
本

禾
女
口
目
ハ
）
、
古
岡
椿
洞
帰
壮
』

（
元
行
政
区
長
）

飯
沼
寅
治
（
現
市

史
編
養
ん
委
員
）

自
治
功
労
者

　
　
　
　
　
　
　
（
統
計
）

　
山
村
正
男
・
制
野
福
江
・
半
田
昌

三
（
国
勢
調
査
員
）

納
税
功
労
者

・
団
体

　
一
条
卓
治
（
現
鎌
先
納
税
貯
蓄
組

合
長
）
、
高
橋
稔
（
現
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
評
議
員
）
、
西
益
岡
納
税
貯
蓄

組
合
、
大
平
第
八
区
納
税
貯
蓄
組
合
、

大
暦
沢
第
九
区
納
税
貯
蓄
組
合
、
江
坪

納
税
貯
蓄
組
合
、
青
木
前
納
税
貯
蓄

組
合

産
業
功
労
者

　
小
室
新
治
郎
（
現
日
石
市
た
ば
こ

耕
作
組
合
連
台
会
副
会
長
）
、
佐
藤
要

（
現
宮
城
県
こ
ろ
柿
出
荷
協
同
組
合

理
事
）
、
斎
藤
孝
栄
（
現
白
石
市
農
業

協
同
組
合
専
務
理
事
）
、
岩
山
忠
夫
（

（
現
宮
城
県
味
噌
醤
油
工
業
協
同
組

含
監
事
）
、
鈴
木
正
男
・
佐
藤
民
三
郎

・
四
歪
達
・
木
村
繁
・
菅
野
平
治

（
現
白
石
市
商
工
会
議
所
議
員
）
、
遠

藤
廣
（
現
白
石
市
左
官
組
禽
長
）
、
菅
野

榮
輔
（
現
仙
南
三
市
郡
左
官
工
業
組

合
会
計
幹
事
）
、
志
子
田
松
男
（
現
白

石
建
設
職
組
合
訓
練
協
会
理
事
）
、
菅

原
義
房
（
元
白
石
大
工
組
合
副
組
合

長
）
、
矢
内
義
雄
（
元
建
築
士
会
刈
田

支
部
理
事
）

教
育
文
化
功
労
者

員
）　日

　　下
　　英

　　子

　　現
　　白

　　石
　　市

　　体
　　育

　　指
　　導

社
会
事
業
功
労
者

大
町
宥
信
（
現
民
生
児
童
委
員
）

公
安
消
防
功
労
者

　
　
　
　
　
　
・
団
体

　
日
下
義
夫
（
元
自
石
市
消
防
団
副

団
長
）
、
大
浦
秀
夫
（
現
自
石
市
消
防

団
大
鷹
沢
分
団
長
）
、
高
子
光
夫
・
佐

久
間
栄
（
現
消
防
団
白
石
分
団
長
班

長
）
、
菊
地
昭
一
（
現
消
防
団
白
石

分
団
団
員
）
、
鈴
木
恒
秋
（
現
白
石

地
区
交
通
安
全
協
会
副
会
長
）
、
小
川

典
男
（
現
白
石
地
区
交
通
安
全
協
会
理

事
）
、
木
村
泰
亮
へ
現
白
石
地
区
交
通

安
全
協
会
小
原
支
部
長
）
、
白
石
防
犯

協
会
新
町
防
犯
実
働
隊
・
同
清
水
小

路
防
犯
実
働
隊

篤

一
丁

　

半
沢
信
夫
（
団
体
職
員
）

者

、
「

教
育
功
績
者

　
太
宰
ふ
み
（
元
白
石
市
社
会
教
育

委
員
）
，
福
岡
中
学
校
ス
キ
ー
部
、
伊

藤
陽
子
（
学
校
薬
剤
師
）
、
千
葉
千
代

子
（
公
立
刈
田
綜
合
病
院
総
婦
長
）
、

佐
藤
と
み
子
へ
公
民
館
運
営
審
議
会

委
員
）
、
山
田
八
郎
（
白
石
市
体
育
指

導
委
員
）
、
大
野
直
博
（
大
鷹
沢
小
中

学
校
建
築
促
進
協
議
会
会
長
）
、
佐
藤

忠
治
（
前
白
川
公
民
館
長
）

感
謝
状
贈
呈
者

　
浅
香
澄
子
、
大
宮
芳
美
（
大
鷹
沢

牧
野
農
業
協
同
組
合
組
合
長
）
、
高
橋

昭
義
、
大
庭
美
智
子
（
福
岡
中
学
校

昭
和
五
十
五
年
度
卒
業
生
保
護
者
代

表
）
、
佐
藤
と
し
子
（
白
石
市
第
一
幼

稚
園
母
の
会
代
表
）
、
加
肝
熊
雄
（
小

原
小
学
校
父
母
教
師
会
会
長
）
、
遠
藤

正
人
、
佐
藤
登
喜
夫
、
故
高
橋
源
一
、

和
泉
と
み
、
大
槻
甚
吉
、
佐
々
木
實
、

白
石
ラ
イ
オ
ン
．
ス
ク
弓
フ
、
鈴
木
秋

雄
（
㈱
ア
リ
・
エ
ー
ジ
エ
ン
シ
ー
社

長
）
、
作
間
喜
之
助
、
大
、
槻
新
治
、
大

槻
三
男
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成
功
さ
せ
よ
う

み
ん
な
の
力
で
！

自
．

テ三爺

議

　
昭
和
五
十
五
年

七
月
に
決
定
さ
れ

た
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
の
景
夫
．
の
祭
典

で
あ
る
第
八
回
日

＋
T
シ
ャ
》
ボ
リ
ー

は
、
昭
和
五
十
七

年
八
月
二
日
か
ら

八
月
六
日
ま
で
南

蔵
王
山
麓
（
三
注

講齢

ピ　チ

地
区
）
に
お
い
て
、
皇
太
子
御
一
家

を
始
め
、
各
界
の
名
士
を
お
迎
え
し

て
開
催
さ
れ
ま
す
。
特
に
明
年
は
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
創
立
六

十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り

日
本
金
県
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
各
国

の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
約
三
万
人
が
参

加
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
は
、
健
全
な

青
少
年
の
育
成
を
目
的
と
し
た
世
界

的
な
社
会
教
育
運
動
で
あ
り
、
こ
の

地
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
ジ
ャ
ン
ボ

リ
ー
は
、
本
市
の
青
少
年
健
全
育
成

に
も
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
も
の

と
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
　
「
第
八
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」

は
新
し
い
一
九
八
O
年
代
に
ふ
さ
わ

し
い
祭
典
と
し
て
、
南
蔵
王
の
大
自

然
の
中
で
共
同
の
野
営
生
活
を
体
験

さ
せ
、
ス
カ
ウ
ト
の
自
発
活
動
の
促

進
を
図
り
、
相
互
の
友
情
を
深
め
る

と
と
も
に
国
際
親
善
の
高
揚
に
努
め

広
く
ス
カ
ウ
ト
運
動
を
躍
進
さ
せ
る

契
機
と
し
て
開
催
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ボ
リ

ー
に
は
全
国
各
地
か
ら
十
数
万
余
の

方
々
が
釆
白
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、
本
市
内
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る

催
し
と
し
て
は
、
か
つ
て
な
い
一
大

行
事
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
あ

げ
て
心
か
ら
あ
た
た
ガ
く
迎
え
て
、

ぜ
ひ
成
功
さ
せ
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

隙
酬
蘇
籍
モ
ニ
タ
塞
嘱

　
ポ
ル
ノ
雑
誌
な
ど
青
少
年
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
社
会
環
境
を
厳
し
く
監

視
す
る
た
め
、
十
月
か
ら
「
青
少
年

環
境
浄
化
モ
ニ
タ
ー
」
制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
．
、
臼
石
で
は
小
川
典

男
さ
ん
が
県
よ
り
委
嘱
き
れ
ま
し
た
。

　
青
少
年
環
境
浄
化
モ
ニ
タ
ー
は
、

圃
私
は
足
の
捻
挫
で
市
内
の
外

　
科
医
院
に
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、

　
同
時
に
整
骨
師
に
も
診
て
も
ら

　
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
整

　
骨
院
の
医
療
費
の
ほ
う
は
全
額

　
自
己
負

　
担
に
な

　
る
と
聞
　
　
　
　
　
ナ

　
き
ま
し

　
た
が
、
本
当
で
し
ょ
う
か
。

圏
そ
の
と
お
り
で
す
。
同
じ
継

続
疾
病
で
外
科
医
と
整
骨
院
で
の

ダ
ブ
弛
診
療
は
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
．
∪
ど
う
し
て
も
整

骨
師
の
施
術
を
医
科
と
重
複
治
療

青
少
年
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
社
会
環

境
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
タ
す
る
と
と
も

に
、
有
害
環
境
の
追
放
を
住
民
運
動

に
ま
で
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
の
が

ね
ら
い
で
発
足
し
た
も
の
で
す
。
モ

ニ
タ
ー
は
各
市
町
村
長
の
推
せ
ん
で

百
名
の
方
を
委
嘱
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ヤ
的
立
場
か
ら
地
域
内
の
有
害
環
境

全
般
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
Q
小
川
　
典
夫

　
　
　
清
水
小
路
櫨

　
　
　
奮
山
ハ
ー
ニ
ニ
一
二
〇

す
る
場
合
は
、
医
師
の
指
示
に
よ

る
場
含
だ
け
で
す
。

　
も
し
、
そ
れ
が
後
で
わ
か
れ
ば
、

整
骨
師
の
施
術
料
の
七
割
分
を
市

の
ほ
う
に
返
納
し
て
い
た
だ
く
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
に
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
く
注
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
治
療

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
含
め
「
国

保
」
に
つ
い
て
の
相
談
は
保
険

課
（
内
線
一
五
一
）
ま
で
ど
う

ぞ
。
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わ
た
し
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、

親
子
間
の
意
見
の
ス
レ
違
い
に
よ
る

断
絶
か
ら
、
婦
人
・
障
害
者
・
同
和

問
題
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
人
問
関

係
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
も
、

も
と
は
と
言
え
ば
、
人
間
関
係
の
最

低
限
の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

カ
？

　
さ
て
、
こ
う
し
た
人
間
関
係
に
ま

つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
る
方

々
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
と
し

て
、
人
権
擁
護
委
員
と
い
う
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

①
地
域
の
中
で
、
ご
質
間
の
ケ
ー
ス

の
よ
う
な
人
権
問
題
の
相
談
に
応
じ

た
り
、
人
権
が
侵
さ
れ
て
い
る
事
件

な
ど
の
調
査
を
す
る
人
1
い
わ
ば
、

円
満
で
豊
か
な
人
間
関
係
を
守
り
、

人
　
閥
関
孫
の
ト
ラ
．
フ
蒔
は

　
　
　
　
人
権
擁
護
委
轟
に
相
談
寮

ま
た
築
い
て
い
く
た
め
の
良
き
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
言
え
ま
す
。

　
こ
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
憲
法
が

ー
保
障
す
る
基
本
的
入
権
を
擁
護
す
る

　
　
　
　
　
　
え
　
毒

謡
毎

倫

（

猶
㌧
陵
’

1、瑠灘
▲相談に応ずる委員

と
い
う
重
要
な
仕
事
を
行
う
わ
け
で

す
か
ら
、
そ
の
選
任
に
も
慎
重
な
方

法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
市
区
町
村
長
が
議
会
の
意

見
を
聞
い
て
、
住
民
の
中
か
ら
入
格

識
見
が
高
／
＼
広
く
社
会
の
実
情
に

通
じ
、
人
権
の
擁
護
に
深
い
理
解
の

あ
る
人
を
候
補
者
と
し
て
法
務
大
臣

に
推
薦
し
ま
す
。
法
務
大
臣
は
、
そ

の
候
補
者
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
弁

護
士
会
及
び
都
道
府
県
人
権
擁
護
委

員
連
含
会
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
、

適
任
者
を
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
し

ま
す
。

　
こ
う
し
て
選
ば
れ
た
へ
権
擁
護
委

員
は
、
現
在
全
国
で
↓
万
一
千
五
百

人
（
う
ち
婦
人
委
員
一
干
四
百
余
人
）
。

受
け
付
け
る
相
談
の
内
容
も
、
家
庭

内
、
学
校
内
で
の
問
題
か
ら
、
借
地

借
家
の
ト
ラ
ブ
ル
、
隣
近
所
と
の
も

め
ご
と
や
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
問
題
ま

で
と
幅
広
く
、
昨
年
一
年
問
の
相
談

件
数
は
全
国
で
約
三
十
五
万
件
に
も

達
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
、
全
国
の
法
務
局
、
地
方

法
務
局
と
そ
の
支
局
で
毎
日
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
区
町
村
役
場
や

デ
パ
ー
ト
な
ど
で
時
々
開
か
れ
る
特

設
人
権
相
談
所
の
ほ
か
、
入
権
擁
護

委
員
の
自
宅
で
も
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
〃
住
み
良
い
社
会
は
、
人
の
和
か
ら
〃

1
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
人
権

擁
護
委
員
を
訪
ね
て
み
た
ら
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
毎
年
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
の
一

週
間
は
人
権
週
間
で
す
。
当
市
に
お

い
て
も
、
人
権
週
間
の
一
環
行
事
と

し
て
次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
所

を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
人
権
問
題
に
つ
い
て
お
困
り
の

方
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま

　
で
。
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま

　
で
行
い
ま
す
。

▽
場
所
　
市
民
相
談
室

▽
人
権
擁
護
委
員

　
村
上
智
雄
　
南
寺
前
二
－
十

　
　
費
五
－
二
八
四
三

　
家
納
喜
代
子
　
白
川
津
田
字
南
小

　
　
路
四
五
　
智
七
－
二
〇
二
四

　
遠
藤
肇
　
白
川
内
親
字
兎
田
山
二

　
　
三
　
曾
七
－
二
一
三
六

　
佐
藤
正
二
　
大
鷹
沢
三
沢
字
五
丁

　
　
目
五
五
－
二

　
　
智
五
土
二
四
五
四

膨
畷
．
」

（
、

0
0

罵♂

．
！

准

≡人縷の鐘簿≡
互いに相手の立場を考えて

豊かな人間関係をつくろう

　　人権週間

12月4目～10目ゼ　　　 o

8

か
る
こ
い

皿
消
費
者
｛

眞
か
の
季
節
よ
り
多
ン
、
の

　
　
エ
ネ
ル
キ
！
か
必
要

　
冬
の
寒
い
時
期
に
な
り
ま
す
と
、

健
康
を
損
な
う
（
と
く
に
風
邪
を
ひ

く
）
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
健
康

体
を
保
つ
た
め
に
気
を
つ
け
た
い
の

は
、
適
度
な
運
動
、
く
つ
ろ
い
だ
休

養
、
そ
れ
に
な
ん
と
い
っ
て
も
忘
れ

て
な
ら
な
い
の
は
、
毎
日
三
回
の
食

事
の
あ
り
方
で
す
。
正
し
い
栄
養
知

識
を
身
に
つ
け
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
正
し
い
食
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ

7
つ
o

味
自
慢

　　夢

　　　　　麟
　　　諺　　　4
　　　　疑

高橋　ミノルさん
　　　　　（深谷）

　
気
温
が
低
け
れ
ば
、
体
を
温
め
る

た
め
に
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
で
す
．
．
、
そ
の
た
め
に
冬

は
、
ほ
か
の
季
節
よ
り
1
0
％
く
ら
い

多
，
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
と
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
食
事
の
中
で
も
、
揚

げ
物
、
い
た
め
物
を
は
じ
め
、
煮
物

も
油
で
い
た
め
て
か
ら
煮
る
と
か
、

み
・
て
汁
に
ゴ
マ
油
を
落
と
す
な
ど
植

物
油
を
多
く
と
る
工
夫
を
し
た
い
も

の
で
す
。
ま
た
、
肉
、
魚
、
卯
、
牛

乳
、
大
豆
製
品
な
ど
の
良
質
タ
ン
パ

ク
質
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
そ
の
発
生
熱
は
直
接
体
温

に
な
り
、
保
温
に
役
立
ち
ま
す
。

　
さ
ら
に
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
は
、

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
の
補
給
源
で

す
が
、
こ
の
時
期
は
不
足
し
が
ち
に

な
り
ま
す
の
で
、
と
く
に
心
が
け
て

食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
冬
の
食
事
は
、
ど
ん
な

に
栄
養
の
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
て
も
、

　
　
　
　
　
　
サ
ン
マ

　
　
【
材
料
】
　
（
四
人
分
）

サ
ン
マ
（
中
）
4
匹
、
ニ
ン
ジ
ン
（
中
）

10

詩
、
、
玉
ネ
ギ
（
中
）
・
一
2
個
、
醤
油
大

さ
じ
3
枚
、
シ
ョ
ウ
ガ
ー
5
劫
ラ
、
砂
糖

大
さ
じ
2
枚
、
油
大
さ
じ
1
杯

　
【
作
り
方
】

①
サ
ン
マ
は
開
い
て
、
水
洗
い
し
、

　
四
諺
の
長
さ
に
切
る
。

②
ニ
ン
ジ
ン
、
玉
ネ
ギ
を
五
・
㌧
く
ら

冷
た
く
て
は
困
り
ま
す
。
こ
の
点
、

温
ま
り
な
が
ら
楽
し
く
食
べ
る
か
熊

料
理
は
冬
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
ま

す
。
た
だ
、
量
を
過
ご
し
が
ち
で
す

か
ら
、
塩
分
の
と
り
す
ぎ
が
心
配
さ

れ
ま
す
。
塩
味
の
代
わ
り
に
ポ
ン
酢

や
薬
味
の
工
夫
で
お
い
し
く
食
べ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
同
時
に
三
回

の
食
事
を
き
ち
ん
と
食
べ
て
、
な
る

べ
く
胃
を
空
に
し
な
い
こ
と
も
防
寒

の
た
め
に
大
切
で
す
。

の
大
和
煮

　
　
　
　
い
の
大
き
さ
に
千
切
り
す
る
。

・
③
シ
ョ
ウ
ガ
は
細
か
く
切
り
ま
す
。

④
鍋
を
火
に
か
け
て
油
を
熱
し
、
シ

　
ョ
ウ
ガ
、
ニ
ン
ジ
ン
を
い
た
め
、

　
次
に
玉
ネ
ギ
を
加
え
て
い
た
め
る
。

⑤
サ
ン
マ
を
④
の
う
え
に
並
べ
、
調

　
味
料
を
全
部
加
え
て
、
落
と
し
ブ

　
タ
を
し
中
火
で
こ
げ
な
い
よ
う
、

　
汁
の
な
く
な
る
ま
で
煮
つ
め
ま
す
。

昭和56年11月1日事11月1日　　白石市

　　備　　　考

上昇品目：しょう油、

　小麦粉、ラップ、プ

　ロバンガス（4品目1

下降品目：砂糖、天ぷ

　ら油、理髪料（3品

　目）

横ばい品目：食パン、

　ベター、即席ラーメ
　ン、マーカ＾リン、カレ

　ーライス、ティシュ
　ペーぺ一、パーマネン

　ト、灯油〔8品目）
（寸評）：県平均におい

　ては15品目とも安定
　した価恪ですが、当
　市においては、プロパ

　ンンガスの上昇が目
　立ちます。灯油につい

　てはS月1日の元売仕
　切価格の値上りの影
　響は末端価格に及ん
　だものと思われます。

日査調消費生活モニター調査結果
lI鮪平均

　　　　　「「！

　　291

　　528

　　559

　　201

　　143

　　354

　　　66

　　200

　　390

　　202

　　148

1，326

4，913

2，580

1、651）

県平均
　　　　　Fl
　　290

　　522

　　543

　　195

　　142

　　350

　　　64

　　195

　　390

　　209

　　151

1，400

4，788

2，515

1．649

対前月価格比

96．9

100。9

98，7

1（、〔）．9

　　　　　lII

△9

　　5

△7

り
］

11）1．53

98．9△14

100。823

平均値
　　　　　III
　　285

　　558

　　568

　　212

　　140

　　358

　　　67

　　206

　　400

　　200

　　144

1，271

4，916

2，595

1，607

最低薩
　　　　　1「』

　　228

　　528

　　550

　　185

0
・

り
畠1

　　338

　　　65

　　185

　　400

　　148

　　125

1，200

4，500

2，550

1．400

最高櫨
　　　　　円
　　300

　　580

　　580

　　250

　　160

　　380

　　　70

O
亨

「
D

ウ
臼

　　400

　　250

　　180

1，300

6，000

2，650

1．650

　銘柄　・規恪

上白糖　1kg
本醸造上1駆銀都

1，6509　（1。8眉）

薄力粉　一等級　lkg

並　　食　　！　斤

カルトン、入　　225g

J　A　S中華めん　1ナ

ソフト225gカルトン入

並　　　一　　　皿

幅30cm・長さ20m　1巻

400枚（200組）紙箱入り

小学生調髪（洗髪含）1回

コールド
1ショートカソト、・ヒ’卜言」

　　　　5㎡

186　　（配達料込）

晶　名
1．砂　糖
2．しょう油

由『
p
｛

鳥
りぷ天り

D

小麦粉
食パン
バ　タ　ー

即席ラーメン

マーガリン

カレーライス

4

5

6

7

8
9

プ一
フ01

11．ティシュペーパー

12．理　髪　料

13，パーマネント料

14．プロパンガス

15．灯　　　油

9



　
　
　
　
　
㊥

登市

場民

　
七
百
五
十
年
余
の
歴
史
を
持
つ
平
曲
、
こ
の
琵

琶
の
音
に
合
わ
せ
1
－
、
平
家
物
語
を
語
る
幽
玄
の
世

界
に
魅
せ
ら
れ
、
二
の
ほ
ど
後
援
会
な
ど
の
協
力

に
よ
り
平
家
琵
琶
演
奏
、
会
を
行
っ
た
山
内
と
も
子

さ
ん
H
白
石
電
報
電
話
局
勤
務
臼
。

私
に
と
っ
て

　
　
琵
琶
は
恋
人
！

山
内
と
も
子
さ
ん

　
高
校
卒
業
の
こ
ろ
、
平
曲
の
貴
重
な
伝
承
者
と

し
て
有
名
な
仙
台
の
館
山
甲
午
先
生
の
ヨ
ー
ロ
ワ

パ
で
の
演
奏
会
を
テ
レ
ビ
で
見
て
そ
の
音
色
に
ひ

か
れ
た
の
が
平
曲
と
の
出
会
い
と
い
う
。
そ
の
後

知
入
の
紹
介
で
館
山
先
生
を
訪
間
。
平
曲
へ
の
熱

意
を
認
め
ら
れ
、
そ
の
場
で
弟
子
人
り
を
許
さ
れ

た
そ
う
で
す
。
現
在
、
山
内
さ
ん
は
師
匠
の
館
山

先
生
と
と
も
に
平
曲
の
数
少
な
い
伝
承
者
と
し
て

金
国
的
に
も
貴
重
な
存
在
で
す
。

　
　
　
　
　
週
一
回
、
館
山
先
生
の
も
と
に
か
よ

　
　
　
　
い
指
導
を
受
け
る
が
、
練
習
は
毎
日
欠

　
　
　
　
か
さ
ず
数
時
間
、
発
声
を
よ
く
す
る
た

　
　
　
　
め
朝
夕
の
出
勤
時
間
も
利
用
し
腹
筋
の

　
　
　
　
鍛
練
に
余
念
が
な
い
．

　
　
　
　
　
「
い
ま
、
琵
琶
が
私
の
恋
人
で
あ
り

　
　
　
　
父
で
あ
り
、
母
で
す
，
琵
琶
を
と
う
し

　
　
　
　
て
数
々
の
員
重
な
こ
と
を
お
し
え
ら
れ
、

　
　
　
　
学
び
ま
し
た
。
」
　
と
熱
っ
ぼ
く
琵
琶
を

　
　
　
　
見
な
が
ら
話
し
f
、
く
れ
ま
し
た
。

き
尋

．
§

｛

嬉
7
」
喀
・
ヨ
き
・
骨
覧
・

超

噛
　
越
河
は
伊
達
と
刈
田
の
郡
境
の

ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　神　　　　　　　　　　　　　　　　　聖輔　　　　　　　　　　　　　　　
［・郡

　　　　　　　　　　　　　　　噸　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　　　　　　　　　　　■P・　　　　　　　　　　　　卿
『

　　　　　　　　　　　研『　　　　　　　　　　雌L　　　　　　　　　一置　　　　　　　円・r榔　　　　　　　
囁

　　　　　　丁ご　　　　頃－－　　　・ひ國　　正窄　コ置隣母　　　r＝　　」伊・　3・
訓Fτ　　　硬臨　rユ』　rfうr7J

地
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
初
め
、

源
頼
朝
が
平
泉
の
解
原
氏
を
征
伐

し
た
時
、
こ
の
村
の
南
境
に
あ
る

あ
　
　
つ
　
　
の
コ
　
ド

阿
津
賀
志
山
で
激
戦
を
交
え
鎌
倉

勢
は
平
泉
方
の
造
っ
た
防
禦
用
の

濠
を
こ
え
て
進
撃
し
た
。
濠
（
川
）

を
越
え
た
の
で
越
川
（
河
）
と
つ

い
た
と
い
う
が
こ
れ
は
後
世
の
作

り
話
で
あ
る
．
リ
戦

国
時
代
の
伊
達
家

文
書
に
「
こ
す
か

い
」
と
書
い
て
あ

る
が
、
こ
れ
は
「
こ

す
か
う
」
の
誤
り

だ
ろ
う
。
越
河
は

ニ
　
　
す
　
ニ

小
菅
生
が
も
と
の

宇
で
あ
る
。
り
つ
ま

り
小
菅
〔
水
辺
に

は
え
る
カ
ヤ
ツ
リ

ブ
サ
の
一
種
）
が

群
生
し
て
る
原
野

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
が

あ
る
。
っ
ま
り
こ
の
附
近
は
沼
か

湖
水
の
ほ
と
り
だ
っ
た
ら
し
い
。

　
平
は
山
間
い
の
高
原
状
の
土
地

の
二
と
で
古
い
地
形
上
の
言
葉
で

　
　
　
　
　
　
あ
る
。
信
州
な
ど

’
醗
繋
d
塁
『
ら
ー
」

　
：
●
。
　
　
　
　
　
　
酬

異
翻
纏
講
磁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

と
か
湖
）
が
設
っ
て
ミ
メ
ウ
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掛

地名アレコレ

　　⑧
旧越河村の大字名

な
の
で
つ
い
た
地
名
で
あ
る
．
．

　
五
賀
は
空
賀
（
古
閑
）
の
地
と

い
う
言
葉
か
ら
出
た
も
の
で
な
い

か
と
い
う
一
．
こ
れ
は
所
有
者
の
な

い
荒
れ
地
と
い
う
意
昧
。
戦
国
時

代
の
頃
、
五
賀
村
の
北
部
は
「
み

み
よ
う
」
と
い
っ
て
五
賀
と
は
別

の
小
さ
♪
、
ふ
村
だ
っ
た
。
微
妙
と
か

見
明
と
書
き
へ
二
－
、
は
小
字
ζ
と
し

れ

て

い

Q

　
の
小
諸
平
な
ど
と

　
同
じ
も
の
で
あ
る
。

　
　
旧
越
河
村
地
区

　
は
東
西
と
も
に
山

　
が
連
な
り
中
央
の

　
地
域
が
国
鉄
・
国

　
こ
の
地
帯
は
大
昔

こ
の
湖
沼
地
帯
も
し

　
　
　
っ
て
小
菅
が

　
道
の
通
る
細
長
い
恥

　
　
　
　
　
　
　
　
曝

　
平
地
で
水
田
地
帯
面

　
　
　
　
　
　
　
　
齢

　
に
な
つ
て
い
る
．
．
　
評

　
　
　
　
　
　
　
　
夢

　
は
沼
か
湖
水
だ
っ
　
孕

　
た
ろ
う
と
推
測
さ
．
炉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　願　　　　　　　　　　　　　　　　　噺L　　　　　　　　　　　　　　　　‘卿　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　』砂　　　　　　　　　　　　　砂　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　鞭　　　　　　　　溺，　　　　　　　砂・　　　　　　‘　　　　　』診駒　　　唾・鋤　　　團断　　嵯　齢1
』ラ『

く
は
湿
地
帯
を
め
～
、

群
生
し
て
い
る
原
野
や
荒
れ
地
が

あ
り
、
水
辺
に
関
し
た
地
名
が
あ
卿

っ
て
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な
気

が
す
る
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歩

　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
4
　
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♂

10

イ
ド
ル

わが家のア
旨聯㍗』艇・｝騨、、　　　　　讐麹縄嚇磯轟急

1脚糟！畢繹轡岬伽
篇繍譲押響轡りー鍵融欝唖

　　竺慧・・　　　　　　購騨購
　、卿烈　　　　　　　　　　　　　　　　　鞍弾圃騨

』驚　　　㌦、　　　・醗』繭

．、灘　　　厚塗新　　毅、［

．轡響　　耀　　　　　　　　、　　凶　　　、、、緬…

小室　直人ちゃん（斎川）

　武夫さん、文子さんの長男
　ママからひとこと

　　こ名前のとおり、素直な人に

　育って欲しい伏

榊一一！獄r一
斗し

潅壇魯民・
箪一コ翼＿1

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

し
っ
と
り
と
吾
が
掌
に
哀
し
き
重
み
あ
n
亡
夫
の
使

い
居
し
白
き
象
牙
箸
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

台
風
の
ひ
と
夜
明
け
た
る
わ
が
峡
に
地
区
民
祭
の
花

火
こ
だ
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

今
年
ま
た
洗
ひ
さ
ら
し
の
夏
服
を
捨
て
ず
に
し
ま
う

明
治
の
わ
れ
は
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

血
圧
を
安
じ
つ
つ
ゐ
て
夫
の
た
め
白
菜
づ
け
を
塩
う

す
く
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

　
　
　
　
も
く
せ
い

髪
と
肩
に
木
犀
の
花
こ
ぼ
る
る
を
風
情
あ
り
と
て
妻

は
払
わ
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
城
慎
太
郎

閑
古
鳥
哺
け
ば
蔵
王
の
山
裾
に
炭
焼
小
屋
の
煙
棚
引

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
秀
代

∫　一1

「お母さん」遠藤徳子（白lr

2

－
憲

名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

係
（
自
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
．
、

短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

田
の
畔
に
蟷
追
ひ
つ
つ
手
を
休
め
茜
に
染
ま
る
夕
陽

眺
む
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
　
正
三

浮
草
を
－
一
面
に
敷
く
庭
池
に
紅
一
点
の
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　白石市桜田市営住宅の入居者を

募集します。

〔概要〕所在地／白石市大鷹沢三

沢字桜田2　住宅名／桜田市営住

宅　募集戸数／11戸　家賃及び型

式／月額2万1千円・簡易耐火2階建

受付期間及び受付場所／12月1日

～12月12日（ただし、日曜・祭日

と土曜日の午後は除く）、建設課

　くわしいことは、建設課住宅係

（内線242）までどうぞ。

宰、秘、

■掌購「

乾

魍白石高定醤制生徳韓一黍

　白石高定時制では、働きながら

学ぶ勤労青少年のための昭和57年

度生徒募集を次の要領で実施しま

す。

〉入学資格　中学校卒業、または

　それと同等の学力があると認め

　られた者で年齢は不問。

〉募集人員　40名（普通科・男女

　共学）、修業年限（夜間）4年

〉募集期間（願書受付期間）　昭

　和57年2月16日（火）カ・ら2月23日

　（火）まで。提出書類は入学願書お

　よび調査書

〉入学試験日・場所　（1）試験日／

　昭和57年3月15日〔月）（2）受験教

　科／国語・社会・数学・理科・

　英語（31場所／白石高等学校

　（41合格発表／昭和57年3月19日

　㈹午後3時校内掲示・本人宛通

　知　（5）上記の入学試験のほかに

　第2次募集が昭和57年3月中旬

　頃、実施される予定です。

13

　なお、くわしいことについては

自石高校定時制（25－3154）へお

たずねください。

纏

　視覚障害者のための点言尺奉仕者

養成講習会の受講者を次により募

集します。ぜひご参加ください。

〉日時12月8日依）13時～15時30

　分12月9日（水）10時～12時

〉会場　臼石市役所大会議室（4階）

〉講座内容　（11点字図書の知識（21

　点字の理論（3）点宇の実技（41点字

　の文法

〉受講料　無料

〉持参するもの　筆記用具

レ申込み方法　福祉事務所（内線

　147）、またはハガキで住所・氏

名・年齢を記入のうえ申込みく

　ださい。

囲獣蒲馨講簾締窯
　昭和57年4月1日から入所措置

する保育園児を次の要領で受託し

ます。

〉受託定数　東保育園／90名（う

　ち3歳未満児12名程度）　西保

　育園／！20名（うち3歳未満児

　18名）　南保育園／120名（う

　ち3歳未満児18名）　北保育園

　／60名（うち3歳未満児10名）

　越河保育園／60名（うち3歳未

　満児10名）　深谷保育園／60名

　（うち3歳未満児10名）　小原

　保育園／60名（うち3歳未満児

　10名）　白川保育園／60名（う

　ち3歳未満児10名）　大鷹沢保

　育園／40名（うち3歳未満児10

　名）

〉申込み期間　昭和57年1月5日

　から1月25日まで

〉申込み場所　社会福祉事務所

〉受託条件

（1）家庭外労働　児童の母親が昼

　間、家庭の外で仕事をすること

　が普通なので、その児童の保育

　ができない場合。

〔2）家庭内労働　児童の母親が昼

　間、家庭で児童とはなれて日常

　の家事以外の仕事をすることが

　普通なので、その児童の保育が

　できない場合。ただし、父親が

　その仕事に従事し、またそのた

　めの使用人がいる場合は除かれ

　ます。

　（3）母親のいない家庭　母親の死

　亡、行方不明などで母親のいな

　い家庭の場合。

　（41母親の出産など　母親の出産

　の前後であったり、病気であっ

　たケ）、心身に障害があったりす

　るので、その児童の保育ができ

　ない場合。

（5）病人の看護など　その児童の

　家庭に長期にわたる病人や心身

　に障害のある人がいるため、母

　親がいつもその看護にあたって

　おり、その児童の保育ができな

　い場合。

（⑤家庭の災害　火災や風水害、

　地震などのため、住居を失った

　り、破損したため、その復旧の

　間、児童の保育ができない場合。

　ただし、（1）から（5ぽでの場合で、

その家庭の母親以外の人が、その

児童の保育ができる場合は除かれ

ます。　（受託条件に該当しない場

合は、入園できません。）

レ保育料　児童福祉法の規定にょ

　り、その家庭で課税されている

　市民税、所得税および固定資産

　税の額により保育料が決定され

　ます。

》その他　保育所入所申請書は12

　月10日から福祉事務所で取り扱

　います。くわしいことは、福祉

事務所保育係（内線147）へお問

い合わせください。

　昭和57年の新春を祝い「新春を

寿ぐ市民の集い」を開催いたしま

すので、市民のみなさん、ぜひ参

力口して・くださし凋。

レ日時昭和57年1月5日㈲午前

　11時

〉場所　市民会館大ホー，レ

＞会費　2，000円

＞申込み　／2月19日〔上1まで秘書企

　画課（内線326）へ会費を添え

、て申し込んでくだきい。

　IIJ役所の年末年始の一般事務は

12月29日から翌年1月3日まで休

みとな1）ます。ただし一部の事務

は次の日程により事務の取り扱い

をいたしますが、できるだけ28日

の午前中に用事を済まされるよう、

ご協力ください。

出生届、死亡届は年末年始でも

受付けいたします。

税金、手数料の収納事務

29日・30日　8：30～17100平常

31日　　　　8130～12：00半日

　r1百古異術保存愛好会設立101，周

年を記念して、各会員の収蔵品を

提供して「公開せり売り」を行い

ますので、お誘い合わせご来場く

ださい。

　なお、売上金は白石市社会福祉

協議会に福祉事業費として寄付い

たします。

〉日時12月15日（水llO時30分から

レ場所　市民会館第！集会室

　くわしいことは、鈴木宅（盈6－

2494）○吉田宅（a5－2083）まで

どうぞ。

　年末年始の休み期間中、日直

を配置して、午前8時30分から

午後5時まで水道業務にあた1）

ます。水道の故障は、早めにご

連絡ください。

12月27日から翌年1月4日まで

休館いたします。

27日　月曜日コース

28日　火曜日コース

29日　水曜日コース

翌年1月4日から平常収集

　白石学生会では、歳末助け合い

運動参加として演劇公演を行いま

す。市民のみなさん、ぜひご来場

・ください。

〉演劇名　　「夕鶴」木下順二作

〉日時　12月19日18時、20日13時

　30分から行います。

レ会場　市民会館大ホール

〉主催　白石学生会

〉後援　自石市、白石市教育委員

　会。

成人式の服装
は簡素化に！

中央公民館より

　受付は年内分いっぱいになり次

　第〆切り29日まで行います。

〉公立刈田綜合病院

　年末年始の診療日

12月28日（月）午前診療　午後休診

　　29日（火）　イ木言参

　　3〔）日依）　休診

　　31日休）午前診療　午後休診

1月1日（金）休診日（外科当番医）

　　2日（±）休診

　　3　日，（日）　イ木診

　　4日（月）午前診療　午後休診
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市役所の所在地
白石市字桜小路35

〒989」02　容5－2111（代表）
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国民年金

　　　　　　’
　

　昭和57年1月1日から、外国人

の方も国民年金に加入することに

なりました。国民年金は、加入者

の納める保険料と国の負担金によ

って、国が責任をもって運営する

年金制度です。そして、加入者が

高齢1二なったときや、思わぬ事故

などで収入が少なくなったときに

年金を支給し、所得の不安のない

ようにしていこうという制度です。

　加入の対象となる人は、日本国

内に居住する外国人の方のうち、

農林漁業、商工業、医師、弁護士

などの自営業や自由業を営む人で

厚生年金などの被用者年金制度に

加入していない、年齢が20歳から

59歳までの人です。

　ただし、これらの人で、国民年

金に加入しなければならない日か

ら60歳になるまでの期間と、国民

年金1、二加入する前の厚生年金など

の被用者年金制度の加入期間とを

合わせて、老齢年金とか通算老齢

年金をうけるための25年（昭和5

年4月1日以前に生まれた人は、

年齢に応じて24年から10年に、期

間が短縮されます。）という資格期

間を満たすことができない人は、

本人の希望により、国民年金を脱

退することができます。また、厚

生年金などの被用者年金制度に加

入している人の配偶者、厚生年金

などから年金を受けられる人とそ

の配偶者、昼間部の大学生などの

外国人の方は、本人の希望により、

国民年金に加入することができま

す。加入の手続きは、昭和57築1

月から行いますが、外国へに対す

る特別な取扱いはありません。

　なお、国民年金についての相談

や加入手続きなどくわしいことは、

市民課国民年金係の窓口におたず

ねください。

納税証明
を取るときは

　最近、納税証明などの請求が非

常に多くなっております。納税証

明、課税証明は納税者の財産上に

担保権を設定する場合とか、法令

により国または地方公共団体に提

出する場合に納税者の資力、信用

力を直接または間接に表示する有

力な資料として利用されておりま
す，；

　たとえば、固定資産に関する証

明、軽自動車所有、納税に関する

証明とがあり、そのいずれも請求

する方（納税義務者本人）に関す

るものに限られており、同一家族

の方でも交付・申請はできないこ

とになっております。しかし、委

任を受けた第三者に納税義務者本

人の委任状（200円の収入印紙添

付のこと）があれば、証明を受け

る二とができます。

　納税証明の交付のときに領収書

を侍参しますと、交1寸が早1なり

ますので領収書はお忘れなくご持

参ください。

　くわしいことは、訴兎オ努訓締内不兎係

（内線144）までどうぞ。

昭和56年工業統計調査
　　　にご協力を

　製造者の皆さん、通商産業省で

は昭†Ll56年12月31目現在て、1眉和

56年．1藷、流計調査、を実地します

　こ・7）調葭は、製造果を宮む事尋．

所を対象として、製造1品の出1∵一’1、

原材ll｛「巨用γ、有形固定資産　 ∫

どを調査し、エィ、の実態を明ガ．か

にする二とを目的としています、

　こゐ統計調査の宿果は、例えは

都［1∫開発や下水厘メ備計画の〔・二案

に利用されたり、また、．＆なさん

か各腫製品の生産、販売計画をた

てる場合の参考にもなるなど、生

活と深い関1系カボあります、

官公庁だより

し』庸．．

　貯蓄と税金

　私たちは、住宅の購入資金や病

気などの思いがけない出費に備え

預金したり公社債を買って貯蓄を

しています。

　預金や公社債の利子は、利子所

得として所得税がかかりますが、

一定の手続をとることによって税

金がかからない非課税の制度があ

ります。そこで、非課税となる利

子所得の種項と金額について説明

しましょう ⊃

①預貯金や公社債などの利子、分

　配金…1人元金301）万円まで。

②国債や公募地方債の利子…①と

　別わくで1人額面300万円まで。

③サラリーマンの勤労者財産形成

　貯蓄の利子…（⊃、②と別わくで

　1人元金500万円まで。

④郵便貯金の利子…原則としてか

　かひ）ませんが預け入れ制限があ

　ります。

　なお、これらの非課税制度を公

正に運営するため、昭和59年1月

1日から「グリーンカード制度」

が実施されます。また、サラリー

マンの財形住宅貯蓄の場合、最高

5万円を所得税額から差引く「住

宅貯蓄控除」の適用を受けること

ができます。

　くわしいことは、最寄りの税務

相談室や税務署におたずねくださ

し、冒

　　　　・ユ・　　　か

　　　　｝　　　、　　’

　　　　織糖’

　　　ヒ　　　し　　　　　　　　　　　　　し

　　　　　くソ房’

巴1金訟1庫

　国民金融公庫では「国の進学ロ

ーン」として進学に必要な資金を

長期・低利にご融資します。お子

さまの進学資金としてお気軽にご

利用ください。

〉ご利用いただける方　高等学校、

　高等専門学校、短大、大学など

　に進学される方のご父兄がご利

　用できます。ただし、年収が600

　万円（事業所得者の方は440万

　円）以内の方に限られます。

〉ご融資の対象　人学金・授業料・

　施設・設備費などの学校納付金

　及び受演のための費用・教科書

　代・制服代・下宿の敷金など進

　学に際し必要な資金です。

レご融資額　1世帯あたり50万円

　以内

レ融資期間　進学する学校の修業

　年限以内（最長4年）となって

　います。　（交通遺児家庭及び母

　子家庭の方にっいては1年の延

　長ができます。）

　　なお、ご希望により、これら

　の期間内で1年以内の据え置き

　もできます。

〉利率　年8．3％（利率は変わる

　ことがあります）。

レ保証人　1名以上です。　（財団

　法人進学資金融資保証基金を利

　用される場合は不要です）。

＞返済方法　毎月元利均等返済で　1

　す。ご希望によりボーナス月増

　額返済を併用できます。

レお取り扱い期問　昭和57年1月

　4日～4月30日

〉お取り扱い窓ロ　国民金融公庫

　のぽか銀行、信託銀行、相互銀

　行、信用金庫、信用組合、労働

　金庫、農協、1，魚協です。

　くわしいことは、最寄りの窓口

でおたずねください。岱仙台22－

5171「進学ローンの係」

　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　亀
　　　　　　　　　　　　　　　　、

　蔵王町内の電話は現在宮局、円

田局、遠刈田局と3つにわかれて、

それぞれ市外通話区域となってお

りますが、12月2日（水〉午後2時か

ら一つの市内通話区域になること

になりました。それに伴い、電話

のかけ方などが次の通り変更にな

りますので、お知らせします。

レ市内局番が新しくつきます。

　加入者番号は変わりませんが、

　現在の市外局番の末尾の番号が市

内局番となり、次のようになりま

　す二，

　　　宮局の電話は　　　2局

　　　円田局の電話は　　3局

　　遠刈田局の電話は　4局

　〉市外局番が1ケタ少なくなりま

　　す。

　宮局、円田局、遠刈田局とも市

外局番は02243となり1ケタ少な

　くなります。

　　　　　！　　　　’　　　1　／！

！
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繭遵／摺鶏線鰭懸

麺砺　、、鱗

　七ヶ宿ダム建設工事にとも

なう発破作業のため国道113

号線七ヶ宿町字橋場（材木岩）

附近は、下記時刻のとおり毎

15分間全面通行止となります。

う回路がありませんので通行

止時刻を避けるか、待ち時問

を考慮するなどのご協力をお

願いします。

期
間

昼
間

夜
間

昭和56年12月1日から

昭和58年8月31日まで

6時00分～6時15分

12時10分～12時25分

19時05分～19時20分

24時00分～0時15分
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カメラ・ニュース

繰震態灘麟轟
　　　　　顧　　・・礪、　磐

響螺　竃密露欝諺眺
癖鑛’、1・．鱒

　勤労感謝の日を前に、このほど

越河保育園の園児60人が「毎日お

勤め、ご苦労さま。」と越河駐在

所などの4入のおまわりさんを迎

え、手作1）のペンダントや指で書

いた絵などを贈って感謝しました。

　この日は、仙台から白バイも駆

けっけ、プレゼントのお礼にパト

カーや白バイを使って交通ルール

などを説明してくれました。

　その昔新館山神神社と言うと、

「けっとり神」と称し百日咳の神

として近郷近在から崇拝されてお

りました。医学の発達により忘れ

られてきましたが、このほど氏子

一同三百年大祭を記念し子どもみ

こしをつくり、田町地区を練り歩

き盛大に大祭を行いました。

“
ひ
）

馳
む

●たばこは地元で
　買いましょう。

休日急患当番医
月　日

12／6

13

20

27

内 斗手

引地医院15）2036

柿崎医院（5）2210

亘理医院（5）8501

大沼医院（5）2502

外 斗希

加藤（大）医院！5）4701

刈田病院〔512145

堤医院（5）1181

刈田病院（5）2145

※都合により変更になる場合もあります。

目† 談
相談区分

人権相談

行政ホ目言炎

生…2舌季目言炎

険
談

保会
社
相

高齢者
職業紹介

看亮矛芳季目言炎

消費生活

相　　談

補聴器
巡　　　回

サービス

無　　　料

法津相談

相談日

15

15

15

5・25

15

1・15

15

　　15

毎週水・木・

　　金

ノ・オン10・24

ニホン　15

トリオ　8

15

間時

10100～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　12：00

9130～

　15：00

10：00～

　14100

10：00～

　16：00

10：00～

　15：00
9：00～

　16：00

13100～

　14：00
10；00～

　12：00
11：00～

　12：00

！0100～

　15100

場　　所

白石市役所

2階相談室

全 上

2F皆†目詳炎室

3階相談室

白石市役所

3階相談室

自石市役所

白石市役所

1　　階
市民相談室

自石市役所

1階消費
生活相談室

白石市役所

白石市役所

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、f昔地借家、雇傭、

差別待遇、強制圧迫、

私的制裁、その他

役所、公社、公団、

公庫などの仕事にっ
いて不満なことや希
望すること

日常生活上の困りご

と

健康保険、船員保険、

厚生年金など

60歳以上の方の職業

斡旋

税金に関すること

（相談は仙台国税局

　員が応じます）

買物苦情や消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

法律についての困り

ごと（姿彫す）

ノ6


